
明けましておめでとうございます。
今年は、私たちの年です！

12 月１日現在／人口の動き
（外国人を含む）

女
（
（

）
）

－8
－8

（ ）
）（

男

合　計
世帯数

3,729

3,307
7,027

3,298
当月 （前月比）

転　入　9人
転　出　17人

出　生  　  3 人
死　亡  　 11 人

前月

3,737
3,306

7,043
3,320

－16
－13
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東串良町長東串良町長
奥園　拓夫奥園　拓夫

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

揃
い
で
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
町
行

　

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
町
行

政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
支

政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
参

　

国
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
参

議
院
議
員
選
挙
に
よ
り
、
自
民
党

議
院
議
員
選
挙
に
よ
り
、
自
民
党

の
安
定
多
数
の
中
で
政
局
運
営
が

の
安
定
多
数
の
中
で
政
局
運
営
が

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
不
況
が
続
く
昨
年
初
め
、

　

経
済
不
況
が
続
く
昨
年
初
め
、

「
経
済
再
生
」
の
た
め
に
安
倍
総

「
経
済
再
生
」
の
た
め
に
安
倍
総

理
が
行
っ
た
金
融
緩
和
策
の
「
ア

理
が
行
っ
た
金
融
緩
和
策
の
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
否
は
、
今
年

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
否
は
、
今
年

の
四
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
消
費
税

の
四
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
消
費
税

八
％
を
受
け
た
、
経
済
の
動
き
で

八
％
を
受
け
た
、
経
済
の
動
き
で

判
断
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

判
断
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

決
ま
ら
な
い
政
治
か
ら
の
脱
却

　

決
ま
ら
な
い
政
治
か
ら
の
脱
却

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
初
め
、
消
費
税
の

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
初
め
、
消
費
税
の

さ
ら
な
る
増
税
な
ど
、
目
の
離
せ

さ
ら
な
る
増
税
な
ど
、
目
の
離
せ

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応

　

国
の
動
向
に
注
意
を
払
い
な
が

　

国
の
動
向
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
私
は
「
少
子
・
高
齢
化
」
に

ら
、
私
は
「
少
子
・
高
齢
化
」
に

対
応
す
る
た
め
の
事
業
等
に
鋭
意

対
応
す
る
た
め
の
事
業
等
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

全
て
の
事
業
は
、
こ
れ
に
直
結

　

全
て
の
事
業
は
、
こ
れ
に
直
結

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
「
住
み
た
い
町
、
住
ん
で
よ

に
は
「
住
み
た
い
町
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
町
」「
安
全
・
安
心
な
町
」

か
っ
た
町
」「
安
全
・
安
心
な
町
」

に
要
約
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

に
要
約
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　「定
住
化
促
進
事
業
」
の
推
進

　

ル
ピ
ナ
ス
タ
ウ
ン
池
之
原
を
始

　

ル
ピ
ナ
ス
タ
ウ
ン
池
之
原
を
始

め
と
す
る
住
宅
用
地
貸
付
事
業

め
と
す
る
住
宅
用
地
貸
付
事
業

に
よ
に
よ
り
、
十
年
後
・
二
十
年
後

り
、
十
年
後
・
二
十
年
後

を
見
据
え
た
東
串
良
の
発
展
の
基

を
見
据
え
た
東
串
良
の
発
展
の
基

礎
づ
く
り
を

礎
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は

行
い
ま
す
。
昨
年
は

二
十
八
区
画
で
し
た
が
、
今
年
も

二
十
八
区
画
で
し
た
が
、
今
年
も

継
続
で
き
る
か
を
検
討
し
、
事
業

継
続
で
き
る
か
を
検
討
し
、
事
業

を
展
開
し
て
参
る
予
定
で
あ
り
ま

を
展
開
し
て
参
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
す
。

「
安
心
・
安
全
な
町
」

　
　
　

づ
く
り
事
業
の
継
続

　　　

地
震
・
津
波
に
備
え
た
町
づ
く

　

地
震
・
津
波
に
備
え
た
町
づ
く

り
の
事
業
は
、
継
続
し
て
い
か
な

り
の
事
業
は
、
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街

灯
の
設
置
、
防
火
水
槽
の
整
備
、

灯
の
設
置
、
防
火
水
槽
の
整
備
、

学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
等
の

学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
等
の

施
設
設
備
の
充
実
に
併
せ
て
、「
津

施
設
設
備
の
充
実
に
併
せ
て
、「
津

波
対
策
避
難
訓
練
」
の
実
施
も
必

波
対
策
避
難
訓
練
」
の
実
施
も
必

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な

タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な

る
住
民
へ
の
行
政
情
報
及
び
防
災

る
住
民
へ
の
行
政
情
報
及
び
防
災

情
報
の
周
知
等
の
向
上
を
図
り
ま

情
報
の
周
知
等
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
す
。

　　「
農
林
水
産
業
」
の
振
興

　

し
か
し
、
何
と
言
い
ま
し
て
も
、

　

し
か
し
、
何
と
言
い
ま
し
て
も
、

本
町
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

本
町
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

町
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向

町
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向

や
減
反
政
策
の
動
向
等
に
も
、
気

や
減
反
政
策
の
動
向
等
に
も
、
気

を
配
り
な
が
ら
、
農
業
発
展
に
つ

を
配
り
な
が
ら
、
農
業
発
展
に
つ

な
が
る
本
町
独
自
の
政
策
や
「
圃

な
が
る
本
町
独
自
の
政
策
や
「
圃

場
整
備
」「
用
排
水
路
整
備
」
等

場
整
備
」「
用
排
水
路
整
備
」
等

の
事
業
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

の
事
業
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

「
教
育
」
の
振
興

　

今
年
は
中
学
校
「
武
道
館
」
の

　

今
年
は
中
学
校
「
武
道
館
」
の

建
設
や
、
中
学
校
運
動
場
整
備
等

建
設
や
、
中
学
校
運
動
場
整
備
等

に
も
着
手
し
、
教
育
環
境
の
充
実

に
も
着
手
し
、
教
育
環
境
の
充
実

にに
も
努
め
て
参
る
つ
も
り
で
あ
り

も
努
め
て
参
る
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

「
財
政
力
」
の
向
上

　

少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
に
は
、

　

少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
に
は
、

い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
で
き
る

い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
で
き
る

財
源
確
保
が
必
要
条
件
と
な
り
ま

財
源
確
保
が
必
要
条
件
と
な
り
ま

す
。
日
々
の
生
活
を
支
え
る
事
業

す
。
日
々
の
生
活
を
支
え
る
事
業

と
長
期
を
見
据
え
た
事
業
に
備
え

と
長
期
を
見
据
え
た
事
業
に
備
え

る
た
め
に
は
、
安
定
財
政
を
堅
持

る
た
め
に
は
、
安
定
財
政
を
堅
持

し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の

す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
、
議
会
の
協
力

ご
理
解
と
ご
支
援
、
議
会
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
町
政
を
推
進
し
て

を
得
な
が
ら
、
町
政
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
今
年
一
年
が
、
町
民

　

終
わ
り
に
今
年
一
年
が
、
町
民

の
皆
様
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

の
皆
様
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

は
、
図
ら
れ
ま

は
、
図
ら
れ
ま

し
た
が
、
逆
に

し
た
が
、
逆
に

「
多
数
の
横
暴
」

「
多
数
の
横
暴
」

で
は
な
い
か
と

で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
よ
う

思
わ
れ
る
よ
う

な
国
会
運
営
が

な
国
会
運
営
が

垣
間
見
え
た
も

垣
間
見
え
た
も

の
も
あ
り
ま
し

の
も
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

国
の
動
向
に

　

国
の
動
向
に

「
安
全
・
安
心
な
住
み
良
い
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
！

① 昨年、28 区画の募集が行われた「第二に① 昨年、28 区画の募集が行われた「第二に
ぎやかタウン池之原」（写真手前）とにぎぎやかタウン池之原」（写真手前）とにぎ
やか・ルピナスタウン池之原。やか・ルピナスタウン池之原。

②  LED 照明灯（町道馬越俣瀬線）平成 24②  LED 照明灯（町道馬越俣瀬線）平成 24
年度、町道馬越俣瀬線に 12 基設置されま年度、町道馬越俣瀬線に 12 基設置されま
した。した。

③  FRP 防火水槽（別府原）平成 24 年度、③  FRP 防火水槽（別府原）平成 24 年度、
下之馬場、別府原、役所上、役所中に４下之馬場、別府原、役所上、役所中に４
基設置されました。基設置されました。
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東串良町議会議長東串良町議会議長
田之畑　稔田之畑　稔

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
！

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

　　　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に

て
２
０
１
４
年
の
輝
か
し
い
新
春

て
２
０
１
４
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
お

を
お
迎
え
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
梅
雨
期
の
集
中
豪
雨

　

昨
年
は
、
梅
雨
期
の
集
中
豪
雨

や
竜
巻
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
甚

や
竜
巻
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本

県
で
も
奄
美
地
方
な
ど
で
被
害
が

県
で
も
奄
美
地
方
な
ど
で
被
害
が

で
ま
し
た
が
、
私
達
の
町
で
は
大

で
ま
し
た
が
、
私
達
の
町
で
は
大

雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
も
回
避
さ

雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
も
回
避
さ

れ
、
他
の
特
別
な
自
然
災
害
も
な

れ
、
他
の
特
別
な
自
然
災
害
も
な

く
平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

く
平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
も
災
害
の
な
い
安
心
・
安
全
・

本
年
も
災
害
の
な
い
安
心
・
安
全
・

豊
作
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

豊
作
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

　

国
政
に
お
い
て
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
や
２
０
２
０
年
の
東
京

ク
ス
効
果
や
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
よ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
よ
り
、

や
や
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る

や
や
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
国
家
財
政

も
の
の
、
依
然
と
し
て
国
家
財
政

の
ひ
っ

の
ひ
っ
迫
状
迫
状
況
が
続
く
中
で
、
今

況
が
続
く
中
で
、
今

年
４
月
か
ら
の
消
費
税
８
％
へ
の

年
４
月
か
ら
の
消
費
税
８
％
へ
の

ア
ッ
プ
と
減
反
政
策
の
廃
止
は
国

ア
ッ
プ
と
減
反
政
策
の
廃
止
は
国

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

と
原
発
事
故
処
理
は
遅
々
と
し
て

と
原
発
事
故
処
理
は
遅
々
と
し
て

進
ま
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

進
ま
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
問
題
や
尖
閣
諸
島
と
竹

携
協
定
）
問
題
や
尖
閣
諸
島
と
竹

島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
中
国
・
韓

島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
中
国
・
韓

国
と
の
対
立
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問

国
と
の
対
立
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問

題
な
ど
難
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

題
な
ど
難
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　
　
　
　財　

政

　

私
達
の
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
国

　

私
達
の
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
国

に
よ
る
行
財
政
構
造
改
革
や
地
方

に
よ
る
行
財
政
構
造
改
革
や
地
方

分
権
改
革
の
推
進
に
対
応
し
つ
つ

分
権
改
革
の
推
進
に
対
応
し
つ
つ

健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま
す

健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
内
に
充
満
す
る
不
景
気
感

が
、
町
内
に
充
満
す
る
不
景
気
感

と
閉
塞
感
を
打
破
し
「
活
力
に
満

と
閉
塞
感
を
打
破
し
「
活
力
に
満

農　

業

農　

業

　

私
達
の
町
は
、
自
然
環
境
に
恵

　

私
達
の
町
は
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
基

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
鹿
児
島

幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
鹿
児
島

ブ
ラ
ン
ド
の
「
ピ
ー
マ
ン
」・「
き
ゅ

ブ
ラ
ン
ド
の
「
ピ
ー
マ
ン
」・「
き
ゅ

う
り
」
を
は
じ
め
「
メ
ロ
ン
」・「
ト

う
り
」
を
は
じ
め
「
メ
ロ
ン
」・「
ト

マ
ト
」
な
ど
の
施
設
園
芸
と
と
も

マ
ト
」
な
ど
の
施
設
園
芸
と
と
も

に
、
和
牛
畜
産
の
振
興
が
図
ら
れ

に
、
和
牛
畜
産
の
振
興
が
図
ら
れ

て
お
り
、
農
畜
産
物
の
供
給
基
地

て
お
り
、
農
畜
産
物
の
供
給
基
地

と
し
て
全
国
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
全
国
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
農
業
基
盤
の
整
備

　

今
後
と
も
、
農
業
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
後
継
者
対

を
進
め
る
と
と
も
に
、
後
継
者
対

策
と
新
し
い
農
産
作
目
の
発
掘
や

策
と
新
し
い
農
産
作
目
の
発
掘
や

農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
上
で
の

農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
上
で
の

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
の
探
究

付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
の
探
究

が
必
要
で
す
。

が
必
要
で
す
。

観　

光

　

私
達
の
町
に
は
考
古
学
的
評
価

　

私
達
の
町
に
は
考
古
学
的
評
価

の
高
い
唐
仁
古
墳
群
や
白
砂
青
松

の
高
い
唐
仁
古
墳
群
や
白
砂
青
松

の
柏
原
海
岸
な
ど
観
光
資
源
が
数

の
柏
原
海
岸
な
ど
観
光
資
源
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光

資
源
と
施
設
園
芸
や
水
産
資
源
な

資
源
と
施
設
園
芸
や
水
産
資
源
な

ど
の
活
用
を
図
り
一
体
的
な
民
泊

ど
の
活
用
を
図
り
一
体
的
な
民
泊

型
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

型
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

構
築
が
必
要
で
す
。

構
築
が
必
要
で
す
。

福　

祉

福　

祉

　　

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高

齢
者
福
祉
は
極
め
て
重
要
な
行
政

齢
者
福
祉
は
極
め
て
重
要
な
行
政

課
題
で
す
。

課
題
で
す
。

　

高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

　

高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
環
境
の
整
備
が
必
要

ら
せ
る
社
会
環
境
の
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
為
の
予
防
医
療
対

で
あ
り
、
そ
の
為
の
予
防
医
療
対

策
と
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
が

策
と
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
が

必
要
で
す
。

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
妊

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
妊

産
婦
助
成
制
度
や
児
童
教
育
環

産
婦
助
成
制
度
や
児
童
教
育
環

境
の
更
な
る
整
備
充
実
が
必
要
で

境
の
更
な
る
整
備
充
実
が
必
要
で

す
。
す
。

防　

災

防　

災

　　

先
の
東
日
本
大
震
災
は
、
私
達

先
の
東
日
本
大
震
災
は
、
私
達

に
多
く
の
教
訓
を
与
え
防
災
意
識

に
多
く
の
教
訓
を
与
え
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

を
高
め
ま
し
た
。

　

柏
原
海
岸
を
有
す
る
我
が
町
で

　

柏
原
海
岸
を
有
す
る
我
が
町
で

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
や
防
災
対
策
は
喫
緊

た
避
難
訓
練
や
防
災
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
避
難
施
設
な
ど

の
課
題
で
あ
り
、
避
難
施
設
な
ど

の
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

の
整
備
が
急
が
れ
ま
す
。

教
育
・
産
業

教
育
・
産
業

　

商
工
業
の
振
興
対
策
と
企
業
誘

　

商
工
業
の
振
興
対
策
と
企
業
誘

致
雇
用
対
策
、
学
校
教
育
及
び
社

致
雇
用
対
策
、
学
校
教
育
及
び
社

会
教
育
の
振
興
対
策
な
ど
諸
々
の

会
教
育
の
振
興
対
策
な
ど
諸
々
の

行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

融
和
と
英
知

融
和
と
英
知

　　

私
達
は
、
地
方
分
権
社
会
の

私
達
は
、
地
方
分
権
社
会
の

構
築
に
向
け
た
新
し
い
時
代
の
変

構
築
に
向
け
た
新
し
い
時
代
の
変

革
に
対
応
し
、
町
民
の
健
康
と
暮

革
に
対
応
し
、
町
民
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
為
に
、
町
民
総
親
和

ら
し
を
守
る
為
に
、
町
民
総
親
和

に
よ
る
町
民
の
英
知
を
結
集
し
て

に
よ
る
町
民
の
英
知
を
結
集
し
て

「
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
づ

「
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
」
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り

く
り
」
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

議　

会

議　

会

　　

私
ど
も
町
議
会
は
、
二
元
代

私
ど
も
町
議
会
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
町
民
の
代
表

表
制
の
一
翼
を
担
う
町
民
の
代
表

議
決
機
関
と
し
て
、
そ
の
意
義
と

議
決
機
関
と
し
て
、
そ
の
意
義
と

役
割
を
自
覚
し
て
「
議
会
基
本
条

役
割
を
自
覚
し
て
「
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
て
町
民
福
祉
の
向

例
」
を
制
定
し
て
町
民
福
祉
の
向

上
の
為
に
使
命
を
果
た
し
て
参
り

上
の
為
に
使
命
を
果
た
し
て
参
り

ま
す
。

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解

　

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

終
り
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
町

終
り
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
町

民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
す
。

ち
た
魅
力
あ
る

ち
た
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
」
を

町
づ
く
り
」
を

図
る
為
に
は
、

図
る
為
に
は
、

効
果
的
な
事

効
果
的
な
事

業
施
策
の
選
別

業
施
策
の
選
別

と
効
率
的
な

と
効
率
的
な
財財

政
運
用
に
よ
る

政
運
用
に
よ
る

投
資
的
経
費
の

投
資
的
経
費
の

増
額
が
必
要
で

増
額
が
必
要
で

す
。
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
は
午
年
で
す
。「
農
耕
馬
」
と
い
う

言
葉
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
は
る
か
先
祖
の

代
よ
り
、馬
は
私
た
ち
に
身
近
な
動
物
で
す
。

流
鏑
馬
や
初
午
祭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神

事
と
の
か
か
わ
り
も
深
く
、
各
地
の
神
社
の

前
に
は
「
馬
場
」
と
い
う
地
名
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
午
の
字
は
、
穀
物
を
つ
く
杵
の
形

か
ら
き
て
お
り
、
人
馬
が
縦
横
に
行
き
か
う

様
子
も
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
二
支

の
七
番
目
で
中
間
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
太

陽
が
一
番
高
く
上
が
っ
た
時
刻
や
南
の
方
角

を
表
し
、
草
木
の
成
長
が
盛
り
の
頃
を
表
す

と
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
に
お
き
ま
し
て
も
、
学
校
と

地
域
と
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、
家
庭
や
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
が
一
層
充
実
す
る

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
数
年
で
、
地
域
の

方
々
に
教
育
へ
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
機
会

が
着
実
に
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
つ
に
は
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で

す
。
両
小
学
校
区
を
単
位
と
し
ま
し
て
、
郷

土
芸
能
継
承
や
史
跡
探
訪
、
稲
作
、
地
引
網
、

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
、
門
松
作
り
な
ど
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
彩
な
交
流
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
両
小
学
校
区

合
同
で
の
活
動
も
計
画
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
に

は
、
学
校
応
援

団
で
す
。
ミ
シ

ン
掛
け
、
習
字
、

木
工
製
作
、
環

境
整
備
な
ど
、

授
業
を
通
し
て

子
供
た
ち
と
直

接
に
接
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
三

学
期
に
は
、
農
業
体
験
や
中
学
校
美
術
の
授

業
等
に
も
お
越
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
本

年
度
か
ら
の
本
格
実
施
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
す
で
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
二
年
間
、
年
頭
の
御
挨

拶
で
こ
う
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。そ
れ
は
、

地
域
の
絆
で

　
　
　

子
供
た
ち
を
育
て
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
伝
統
文
化
や
行
事
の
継

承
を
重
ん
じ
る
本
町
の
教
育
風
土
は
、
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
く

大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。

「
三
つ
子
の

魂　

百
ま
で
」

と
の
諺
に
も

あ
り
ま
す
よ

う
に
、
大
人

と
の
豊
か
な

か
か
わ
り
の

中
で
育
っ
た

子
供
は
、
自

ら
も
同
じ
よ

う
に
次
の
世
代
を
育
て
る
大
人
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が

一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
を
育
む
環
境
づ
く

り
が
肝
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
小
・
中
学
校
が
力
を
合
わ
せ
、

家
庭
と
同
じ
見
通
し
で
臨
ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
次
の
二
つ
を
町
の
一
事
徹
底
事
項
と
し

て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

①　

静
か
に
聞
く

②　

あ
い
さ
つ
と
あ
り
が
と
う

　

相
手
の
話
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
こ
と
は
、

人
権
尊
重
の
第
一
歩
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
や
感
謝
の
言
葉
は
、
豊
か
な
人

間
関
係
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
ま
し
て
、
幼
・
保
・
小
・

中
連
絡
会
が
作
成
し
た「『
東
串
良
の
子
育
て
』

ポ
ス
タ
ー
」
も
、
全
保
護
者
家
庭
に
一
枚
ず

つ
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

   

子
供
た
ち
は
、
十
年
後
・
二
十
年
後
の
町

づ
く
り
を
担
う
、
東
串
良
の
宝
そ
の
も
の
で

す
。
我
が
町
に
愛
着
を
も
ち
、
郷
土
を
誇
り

に
思
う
子
供
た
ち
を
育
て
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　

子
供
た
ち
一
人
一
人
の
力
を
伸
ば
し
な
が

ら
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

東
串
良
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち　

地
域
の
力
で
子
育
て
を

東
串
良
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち　

地
域
の
力
で
子
育
て
を　　

東串良町教育長東串良町教育長
別府　俊昭別府　俊昭
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池之原小学校５年生

柏原小学校５年生
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新年明けまして
　　　おめでとうございます。

～第１９回～第１９回～～

魅力ある学校づくりに取り組みます。

　東串良町教育委員会（役場３階）

お気軽に
御相談を

　町教育委員会では、平成 26年度の奨学生を募集
いたします。
　本町在住の生徒で奨学金貸与を希望される方は、
２月末日までに、次の提出書類をそろえてお申し込み
ください。
　なお、願書については教育委員会に置いてあります。

●提出書類
　・奨学生願書
　・奨学生推薦調書又は成績証明書
　　　　　　　　　　　  （当該学校発行の様式で可）
　※在学途中申込は不要（代わりに在学証明書を提出）
　・所得課税証明書（世帯者全員分）
　・合格通知書の写し

■お問い合わせ先　東串良町教育委員会管理課　☎６３－３１３３

平成 26年度東串良町奨学金
貸与のお知らせ

お詫びとと訂正訂正
　広報『東くしら』No.647（11 月号）『異文化体験記』のコーナーに誤りがありましたの
で訂正して掲載いたします。心からお詫びいたします。申し訳ございませんでした。　
【永田萌さんの体験記一行目】
（誤）イの出発の日がやってきました。→（正）いよいよアメリカへのホームステイの出発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の日がやってきました。
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一般書
■「潮鳴り」

　　　　　　　　　　　葉室麟
　俊英と謳われた豊後・羽根藩の伊吹櫂蔵
は、今や ” 襤褸蔵 ” と呼ばれる無頼暮らし。
ある日、家督を譲った弟が切腹。弟の無念
を晴らすべく城に上がる決意をするが…。
　直木賞受賞作『蜩の記』に続く第２弾。

絵本
■ ｢おかあさん、すごい！｣

　　　スギヤマカヨ
　お母さんは大変です。子育てしながら、毎
日のごはんの支度に掃除、洗濯等々。
　そんなお母さんのパワーの秘密にじーんと
くる絵本です。

絵本
■ ｢つぎはわたしのばん｣

　　いもとようこ
　「つぎのかた、どうぞ～」注射の順番が
どんどん近づいてきます…痛いのかな？
泣こうかな？…そして、とうとうミミちゃん
の番！ちょっとドキドキの絵本です。

児童書
■ ｢14歳、ぼくらの疾走｣
　ヴォルフガング・ヘルンドルフ
　クラスでも「つまらないやつ」と思
われている 14 歳のマイクと型破りな
不良少年チックとの無謀な旅。様々な
人々との出会いが彼らの心を大きく変
える。ドイツ児童文学賞受賞作品。

絵本
■ ｢すこやかねんねのふわふわえほん」
　　　　　　　　　　　　　　前橋明
　１日の「生活リズム」をおはなしで疑似
体験！心と体が安心するおはなしがいっぱ
いです。人気絵本作家の方々による書き下
ろしです。

一般書
■『老いの戒め」
　　　　　　　　　　　　　下重暁子
　年とともに器を少しずつ大きくして、そ
の中につめ込むものを豊かにする…。
　器量よしに年を重ねるための 43 の提案
を綴った本です。

一般書
■ ｢天使の柩」
　　　　　　　　　　　村山由佳
　望まれない子として育ち、自分を愛
せずにいる少女・茉莉。心に癒えない
傷を抱えた画家との出会いが彼女に安
らぎを与えるが…。
　『天使の卵』『天使の梯子』に続く最
終章。

一般書
■「天北の馬たち」

貫井徳郎
　横浜・馬車道近くに探偵事務所を開
いた、ふたりの男と彼らを静かに見守る
ひとりの女性。スリルと優しさと温もりが
味わえるサスペンスミステリー小説です。

新刊紹介

町総合センター　☎６３－２１２２
開館時間：午前９時～午後５時
土曜日・日曜日も開館しています。ただし、祭日は休館です。

子どもといっしょに読書の日
1 月 23 日（木）

祝・祭日も開館しています。祝・祭日も開館しています。
どうぞ、ご利用ください！どうぞ、ご利用ください！

※ 県立図書館からの貸出文庫を新しく入れ替えてあります。是非、ご利用ください。※ 県立図書館からの貸出文庫を新しく入れ替えてあります。是非、ご利用ください。

ひまわりカレンダーひまわりカレンダー【【１１月 13 日～２月９日予定表】月 13 日～２月９日予定表】

ひまわり通信ひまわり通信
子育て支援センターひまわり館

★ 午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。（カレンダ－記載の活動は
午前中に行っています。）

★ ０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合わせ先 東串良町委託事業子育て支援センター
 ひまわり館（青葉保育園内）　
 ☎（６３）５５３３

月 火 水 木 金 土 日

５

26

6

総合センター

カルタで遊ぼう

凧揚げをしよう

2524

17

ひっとべ館
（カレンダー作り）

1815

22

9

19

お楽しみ会
（予約制）

身体測定

8

29

成人の日

おしくらまんじゅう

14

21

28 ２

1/13

27

20

升を作ろう

福笑いで遊ぼう

豆まきをしよう
いちご狩りへ行こう
（黒羽根観光農園）

4

英語に TRY

2/1

7

31
鬼のお面を作ろう新聞紙で遊ぼう

親子でエアロビ
※ひまわり館にて

クッキング
（予約制）

16

23

30

3
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　みなさんは、自分で住んでいる地域の土地名の由来をご存知ですか？
　このコーナーでは、郷土をさらに身近に感じてもらうきっかけとして、大字名（岩弘、
池之原、川西、新川西、川東）ごとに土地名の由来を紹介していきたいと思います。　

※（41）※（41）は文献ではは文献では汐入場となっています。汐入場となっています。
※ ※ （1（111）、）、（（1177））は文献を参考にしているため、地図上のは文献を参考にしているため、地図上の
表記とは異なります。表記とは異なります。

◆大字名とその由来
　　川　東川　東… 西牟田の湿田より東方に流れる水路（川）の東に当ることからいう。… 西牟田の湿田より東方に流れる水路（川）の東に当ることからいう。

出典名（参考資料）：　「東串良町　土地名とその由来」
 町教育委員会
 同文化財保護審議委員会

最終回

◆集落名とその由来
○○永　峯永　峯…安留・山野方面から見ると、水田の向うに高くなっているため、細…安留・山野方面から見ると、水田の向うに高くなっているため、細長い峯に形容できた。長い峯に形容できた。
○○溜　水溜　水…溜水原の台端にあり、降雨時には大崎大地より流れこんだ。　…溜水原の台端にあり、降雨時には大崎大地より流れこんだ。　○安　留○安　留…由来不明。…由来不明。
○柏　原○柏　原…由来不明。…由来不明。　○仲之町　○仲之町…由来不明。…由来不明。　○新町下　○新町下…由来不明。…由来不明。
○上山野○上山野…昔は林野地帯であった。…昔は林野地帯であった。　○山　野　○山　野…上山野と同じ。…上山野と同じ。
○高　松○高　松…高くなっている松があった。…高くなっている松があった。
○役　所○役　所…川東村役所があり、上納米取扱い事務をとっていた。…川東村役所があり、上納米取扱い事務をとっていた。
○中　園○中　園…中程に位置する畑地帯であった。…中程に位置する畑地帯であった。
○熊之馬場○熊之馬場… 熊野神社の正面を南（海岸）へ延びる馬場で、神社が熊野権現であるところから、権現… 熊野神社の正面を南（海岸）へ延びる馬場で、神社が熊野権現であるところから、権現

馬場ともいわれた。馬場ともいわれた。
○粟寺町○粟寺町…粟町・寺町の総称。粟町・寺町とも由来不明。…粟町・寺町の総称。粟町・寺町とも由来不明。

◆字名とその由来

（９）上西牟田（９）上西牟田… … 由来不明。由来不明。

（７）川東雪山（７）川東雪山… … 川西雪山等との混川西雪山等との混
同を避けるため大同を避けるため大
字名を冠する。字名を冠する。

（27）柳　﨑（27）柳　﨑…由来不明。…由来不明。

（１）内　迫（１）内　迫… … 雪山土地改良区記念碑付近。両方雪山土地改良区記念碑付近。両方
から台地に挟まれた狭い所。から台地に挟まれた狭い所。

（５）（５）門倉堀門倉堀… … 由来不明。由来不明。

（３）蔵園出口（３）蔵園出口… 由来不明。… 由来不明。
（２）前園堀（２）前園堀… 由来不明。… 由来不明。

（10）永峯、西永峯、下永峯（10）永峯、西永峯、下永峯… … 集落名の永峯に同じ。集落名の永峯に同じ。

（21）境、堺出口（21）境、堺出口… … 大崎町（旧諸県地方）との境で、大崎町（旧諸県地方）との境で、
そこから広い所への出口に当る。そこから広い所への出口に当る。

（６）矢　石（６）矢　石… 国境に矢を立てて大隅… 国境に矢を立てて大隅
と日向の堺を表した。と日向の堺を表した。

（８）西ノ園（８）西ノ園… 由来不明。… 由来不明。

（24）溜　水（24）溜　水…集落名の溜水に同じ。…集落名の溜水に同じ。

（11）（11）竹　竹　﨑﨑…由来不明。…由来不明。
（12）（12）深　坪深　坪…深い湿田地であった。…深い湿田地であった。

（15）（15）川　原川　原… … 弁天橋の北側で汐入川の川弁天橋の北側で汐入川の川
岸近くの原っぱであった。岸近くの原っぱであった。

（14）（14）上大地上大地…由来不明。…由来不明。

（16）（16）下大地下大地…由来不明。…由来不明。

（26）浜久保（26）浜久保… 由来不明。… 由来不明。

（（17）五丁田17）五丁田  … … 開田によってでき、面積を表すとい開田によってでき、面積を表すとい
われる。われる。

（（44）堀　内44）堀　内… … 由来不明。由来不明。
（（43）下　町43）下　町… … 由来不明。由来不明。

（（23）定　府23）定　府… … 田舎侍が一つの屋敷を定められ田舎侍が一つの屋敷を定められ
て住みついたところ。て住みついたところ。

（31）竹元上（31）竹元上…由来不明。…由来不明。
（32）上吉（32）上吉ノノ上上…由来不明。…由来不明。

（35）（35）山　王山　王……神武天皇御駐蹕伝説地山王屋敷。神武天皇御駐蹕伝説地山王屋敷。
（36）（36）山野・山野前山野・山野前…集落名の上山野に同じ。…集落名の上山野に同じ。

（38）（38）高　松高　松…集落名の高松に同じ。…集落名の高松に同じ。

（19）（19）馬　場馬　場… 曲之城の武士達が居住し、馬術訓… 曲之城の武士達が居住し、馬術訓
練に励んだ所。練に励んだ所。

（20）（20）弓場前弓場前… 片方は高く片方は低くなった弓の… 片方は高く片方は低くなった弓の
練習の場所。練習の場所。

（41）（41）汐取場汐取場…塩田の汐を取ったところ。…塩田の汐を取ったところ。
（40）（40）三十石三十石…由来不明。…由来不明。

（39）（39）洲　洲　﨑﨑… … 川の洲のさき（細くなったところ）川の洲のさき（細くなったところ）
で附寄洲によってできた狭い土地。で附寄洲によってできた狭い土地。

（37）（37）松原添松原添… 柏原海岸の松原及びそれに沿っ… 柏原海岸の松原及びそれに沿っ
ている。ている。

（33）（33）田　尾田　尾……水田の水がいちばん後にかかる所。水田の水がいちばん後にかかる所。

（18）（18）深　田深　田… 汐入川沿いの低地で、少量の雨でも… 汐入川沿いの低地で、少量の雨でも
よく冠水する湿田であった。よく冠水する湿田であった。

（22）六　反（22）六　反… １軒当り６反歩ずつ土地を分配… １軒当り６反歩ずつ土地を分配
したところ。したところ。

（13）（13）五　反五　反… １軒当たり５反歩ずつ配分された所。… １軒当たり５反歩ずつ配分された所。

（25）浜　渡（25）浜　渡… 浜にむけて渡ったところ。… 浜にむけて渡ったところ。

（34）（34）田田ノ頭ノ頭…灌漑用水路の上手に位置する。…灌漑用水路の上手に位置する。

（28）宮（28）宮ノ下ノ下… 宮貫神社の下側（西南方）にあたる。… 宮貫神社の下側（西南方）にあたる。
（29）（29）小橋口小橋口… … 永峯と上山野を結ぶ小橋（上六永峯と上山野を結ぶ小橋（上六

橋）の入口。橋）の入口。
（30）浜脇（30）浜脇ノノ前前… 浜脇門の前のあたりをいう。… 浜脇門の前のあたりをいう。

（42）（42）小中町小中町…由来不明。…由来不明。

（（４４）仮屋園後）仮屋園後… … 昔の地頭が宿泊した昔の地頭が宿泊した
仮の宿屋の畑の跡。仮の宿屋の畑の跡。
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　11 月６日（水）、東串良町総合センターにおいて、第７回
東串良町小・中学校音楽会が開催され、町内の児童・生徒
約 300 名が参加し合唱や合奏、吹奏楽、などの発表をしま
した。
　当日は、100 名を越える保護者や地域の方々が来場し、子
どもたちの発表に聞き入っていました。
　どの学校も日頃の練習の成果が十分伝わってくる演奏内
容で、子どもたちの一生懸命演奏する姿に、会場からは大
きな拍手が送られていました。
　全体合唱では中学生の掛け声のもと、会場全員で「花は
咲く」と「スマイルアゲイン」「ビリーブ」を合唱しました。
また、恒例となっている「東串良町民歌」の合唱と「東串
良音頭」の手踊りも加わり、町の文化にふれるきっかけと
なりました。
　講評では、鹿児島県教育庁義務教育課の田中真一郎先生
の模範歌唱もあり、専門家の生の歌声を味わうことができま
した。

第８回東串良町 小・中学校音楽会

　10 月 1 日（火）に普通救命講習を多くの職員が
受講したことにより、東串良町役場が「市民救命士
のいる事業所」に認定されました。
　12 月 2日（月）には、大隅肝属地区消防組合から、
町長へ認定証が手渡されました。
　適切な応急手当による救命率の向上を目指して、
今後も市民救命士の育成は積極的に推進されます。

　村吉一夫さん（別府原三／昭和３年生まれ）が、
町消防団で多年にわたり住民の安全で安心な生活を
守るためにご尽力された功績が認められ、この度、
瑞宝単光章の叙勲を受けられました。
　今回の受章、誠におめでとうございます。

みなさんからの情報・話題をお待ちしています。企画課☎63-3122
Part1

「市民救命士のいる事業所」に認定
～東串良町役場～

瑞宝単光章を受章
～村吉一夫さん（別府原三）～
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楽しく環境問題を学ぼう！
～わくわく環境教室　池之原小学校６年～

　10 月 31 日（木）に、池之原小学校で志布志石油備蓄
基地の出張授業による ｢わくわく環境教室｣ が実施され、
６年生が、社会科の学習の一環として、身近な環境やエ
ネルギー問題について考えました。
　子どもたちは、まず、現代社会は石油に依存した生活
を送っており、限りある資源である石油は大切に使わな
ければならないことや、重油からガソリンや灯油を精製
する方法等について話を聞いた後、専門的な装置を使っ
た蒸留実験や水素燃焼実験を楽しみながら学習に取り組
みました。

楽しく！面白く！東串良を発信しよう
～東串良町まちあるき案内人の会　豊栄ひっとべ会～

　12月 14日（土）に豊栄ひっとべ館で、「東串良町まちあるき案内人の会」第５
回目が開催されました。
　第５回目は、NPO法人「かごしま探検の会」代表理事の東川隆太郎先生が講師
を務め、まちあるきを面白く解説していただきました。今回は「東串良をガイドする」
というテーマで、実際に柏原・唐仁地区を散策しました。参加者は、廃仏毀釈や美
人の像等に特に関心を示しており、大変有意義な研修となったようです。

予約・お問い合わせ先 NPO法人  豊栄ひっとべ会　代表  尾方　TEL0994-63-2127

お気軽に
ご参加ください！

日　時 内　容　予　定 スタイル 講　師（敬称略）

1月26（日）
東串良をガイドする（岩弘・豊栄） 実施検証 東川　隆太郎

屋外で録音してみよう（ラジオ） 実　施 堀之内　裕行

健やかで楽しい食生活をおくるために
～カルビースナックスクール　池之原小学校３～６年～

　11月26日 ( 火 ) に、池之原小学校で ｢カルビースナックスクール｣ が開催さ
れました。
　この活動は、子どもたちに健やかで楽しい食生活をおくるために必要な ｢正
しい食習慣｣ と ｢自己管理能力｣ を培ってもらうために、お菓子メーカーのカ
ルビーが健康教育担当のスタッフを全国の小学校に派遣し、食育教育の一環と
して実施しているものです。
　当日、子どもたちは、健康のめやすとなるおやつの量や時間について教わっ
たり、クイズを楽しみながら原材料などが記されているパッケージの見方を学ん
だりしました。
　また、ゲームを通して、野菜の種類や役割についても考えました。
　出張授業終了後は、お菓子のおみやげもいただき、楽しい時間を過ごすこと
ができました。

第６回　1月26日（日）午後１時～午後５時　　岩弘・豊栄地区で実地研修
集合場所：豊栄ひっとべ館　　　東川先生がまちあるきを面白く解説！

最終講義
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森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村

長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に

よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、

面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、

役
場
経
済
課

　

☎
０
９
９
４
―
６
３
―
３
１
２
３
（
直
通
）

又
は
、
大
隅
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　
　
　

林
務
水
産
課
林
務
第
二
係

　

☎
０
９
９
４
―
５
２
―
２
１
６
２
（
直
通
）

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▲ 今回、新たに家族経営協定に調印された方々。町では、個々の更なる前向きな取り
組みを応援しています。

森
林
の
所
有
者
届
出

　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

　

11
月
22
日
（
金
）
、
東
串
良
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
農
業
に
携

わ
る
各
世
帯
が
経
営
方
針
や
役
割
分
担
な

ど
、
家
族
み
ん
な
が
働
き
や
す
い
環
境
の
取

り
決
め
を
行
い
文
章
化
し
実
行
す
る
も
の
で
す
。

　

町
内
で
は
、
今
回
新
た
に
10
戸
が
締
結
さ

れ
、
現
在
１
５
２
戸
が
一
人
ひ
と
り
の
意
欲

と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催

な
ま
ち
の　
　
　
　
　

 

情
報

【お問い合せ先】
東
串
良
町
役
場
経
済
課　
　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済

12月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（12/15～17）
頭数（頭） 最高価格（円）平均価格（円）前月比（円）平均体重（kg）

雌
町 98（82） 746,000 471,265 25,474 253
郡 854（711） 1,107,000 472,506 18,650 254

去
勢

町 107（103） 829,000 556,290 37,684 274
郡 901（834） 829,000 556,370 28,717 279

計
町 205（185） 829,000 515,644 32,390 264
郡 1,755（1,545） 1,107,000 515,731 22,435 267

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。
1月セリ市は 1月 23日～ 25日の予定です。
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11
月
26
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
、
３
歳
児
歯
科
健
診
の
中
で
ム
シ
歯
ゼ

ロ
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、
ム
シ
歯
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！
【
受
付
順
】

３
歳
児
歯
科
健
診

渡邉　晃
こうき

希ちゃん
（熊之馬場上）

平成 22 年 6月 18 日生まれ

窪田　優
ゆ ず は

珠羽ちゃん
（ルピナスタウン池之原）
平成 22 年 6月 24 日生まれ

永山　希
まひろ

優ちゃん
（溜水下東）

平成 22 年 7月 16 日生まれ

永田　藍
らん

ちゃん
（中園）

平成 22 年 6月 22 日生まれ

福留　琉
りゅうと

斗ちゃん
（岩弘下東二）

平成 22 年 6月 4日生まれ

田之畑　凜
りんたろう

大朗ちゃん
（豊栄六）

平成 22 年６月 26 日生まれ

安松　優
ゆうご

悟ちゃん
（にぎやかタウン池之原）
平成 22 年 6月 30 日生まれ

西濵　夏
なつき

樹ちゃん
（にぎやかタウン雪山）
平成 22 年 7月 16 日生まれ

假屋　めあり・にいなちゃん
（豊栄三下）

平成 22 年５月 20 日生まれ

■目　　的　　平成 27 年度からスタートする子ども・子育て支援新制度に向け、町民の皆さまの教育・
　　　　　　　保育・子育て支援に関する「利用状況」、「今後の利用希望」を把握することを目的とし、 
　　　　　　　ニーズ調査を実施します。
■調査期間　　平成 26 年１月中旬から下旬を予定しております。
■調査対象者及び調査方法　
　　　　　　　住民基本台帳から無作為に抽出した方を対象に調査票を郵送します。ご回答いただくの
　　　　　　　は調査票が届いた方が対象になります。ご回答の上、返送用封筒にてご返送ください。
　　　　　　　ご多忙のことと存じますが、ご協力をお願いいたします。
　　　　　　　・小学校就学前の子どもがいる世帯　　　　　150 世帯
　　　　　　　・小学校に就学している子どもがいる世帯　　150 世帯
　　　　　　　　　　　≪調査基準日　平成 25 年４月１日≫

東串良町子ども・子育て支援事業計画に伴う
ニーズ調査にご協力をお願いします

■お問い合わせ先　　東串良町役場　福祉課　福祉係　☎６３－３１０３　内線１２２

2014.1



こ
れ
か
ら
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自

立
更
生
の
援
護
や
高
齢
者
、
母
子

立
更
生
の
援
護
や
高
齢
者
、
母
子

父
子
家
庭
、
身
体
障
害
者
、
知
的

父
子
家
庭
、
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
等
の
社
会
福
祉
の
相
談
に

障
害
者
等
の
社
会
福
祉
の
相
談
に

応
じ
た
り
、
住
民
が
生
活
上
の
悩

応
じ
た
り
、
住
民
が
生
活
上
の
悩

み
を
抱
え
、
誰
か
に
相
談
し
た
い

み
を
抱
え
、
誰
か
に
相
談
し
た
い

と
き
な
ど
気
軽
に
相
談
に
応
じ
、

と
き
な
ど
気
軽
に
相
談
に
応
じ
、

関
係
機
関
や
専
門
職
等
と
の
連
携

関
係
機
関
や
専
門
職
等
と
の
連
携

を
し
な
が
ら
指
導
・
援
助
を
行
っ

を
し
な
が
ら
指
導
・
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年

　

今
回
は
、
昨
年
1111
月月
3030
日
の
任

日
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
委
嘱
を

期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
委
嘱
を

受
け
た
委
員

受
け
た
委
員
1919
人
を
紹
介
し
ま

人
を
紹
介
し
ま

す
。
す
。

　

任
期
は
平
成

　

任
期
は
平
成
2525
年年
1212
月月
11
日
か
日
か

ら
平
成

ら
平
成
2828
年年
1111
月月
3030
日
ま
で
の

日
ま
で
の
33

年
間
で
す
。

年
間
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

　

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　
（
敬
称
略
）

　
（
敬
称
略
）

福
ふくなか

中　泰
やす こ

子
☎（63）9123

担当 池之原上西～ルピナスタウン

檢
けんみざき

見﨑　昭
あきひろ

洋
☎（63）3217

担当 池之原下西～下之馬場・雪山

上
かみべっぷ

別府　裕
ゆうこ

子
☎（63）9100

担当 別府原～馬越

柚
ゆのきはら

木原　美
み え こ

恵子
☎（63）3984

担当 川西～下伊倉

末
すえよし

吉　むつ
☎（63）3185

担当 岩弘上東～岩弘中

清
きよたき

瀧　逸
いつ こ

子
☎（63）6186

担当 岩弘下全区 

松
まつ や

矢　京
きょうこ

子
☎（63）2033

担当 豊栄（昭和水路東）

𠮷
よしどめ

留　妙
たえこ

子
☎（63）6753

担当  豊栄（昭和水路西）

満
一
歳

満
一
歳

　

す
こ
や
か
ス
ナ
ッ
プ

民
生
委
員
・

児
童
委
員
紹
介
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松
まつだ

田　キリ子
☎（63）9068

担当 唐仁～小新地

新
しんぷく

福　峰
みね こ

子
☎（63）8689

担当 大塚原～新川西

川
かわじ

路　律
りつこ

子
☎（63）9462

担当 永峯～溜水

有
ありどめ

留　礼
れい こ

子
☎（63）9684

担当 安留全区

濵
は ま く ぼ

久保　葉
ようこ

子
☎（63）6106

担当 上山野・山野～役所（上）

竹
たけした

下　惠
え み こ

三子
☎（63）8246

担当 役所（中・下）～熊之馬場

日
ひだ か

髙　律
りつ こ

子
☎（63）8741

担当 古市団地～柏原仲之町

立
たていし

石　道
みち お

雄
☎（63）8362

担当 柏原二全区

■お問い合せ先
東串良町役場福祉課
☎（６３）３１０３

村
むらおか

岡　次
つぎ こ

子
☎（63）7008

担当 柏原新町～柏原寺町

野
のぐ ち

口　美
み ほ

保
☎（63）7083

担当 主任児童委員

中
なかむら

村　義
よしのぶ

信
☎（63）8472

担当 主任児童委員
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小型合併処理浄化槽の設置補助制度小型合併処理浄化槽の設置補助制度

☎

人　槽 １基あたり補助金額（円） 住宅の延べ床面積

５人槽 332,000 円 住宅の延床面積が１３０㎡以下の場合

７人槽 414,000 円 住宅の延床面積が１３０㎡を越える場合

10 人槽 548,000 円 ２世帯住宅で浴室及び台所が２つ以上ある場合

単独槽撤去費用 90,000 円 単独槽を合併槽へ改造する場合の上乗せ額

町道がきれいになりました！
～新川西友志会～

　11 月 30 日（土）、新川西地区の建設業者で構成される
新川西友志会のみなさんが、町道の清掃作業をボランティ
アで行ってくださいました。
　当日は、町道豊栄馬越線の道路脇にたまっている土砂
撤去や、除草作業を 11 名でしていただき、きれいな道路
になりました。
　新川西友志会のみなさん、ありがとうございました。
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　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気やけがで障
害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

～新成人のみなさんへ～

☆将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
☆老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故
で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持
されていた遺族が受け取れます。

　経済的な理由で納付が困難だからといって国民年金保険料を未納にしてはいけません。そのまま未納の状態
にしていると、将来年金がもらえなくなるかもしれません。それだけではなく、万が一大きな障害が残ってし
まった場合など障害年金の請求ができません。
　そのような方たちを救うため、国民年金には保険料の免除制度があります。
　学生の方、失業された方など納付が厳しい場合は、役場年金係までお気軽にご相談ください。

　平成 26 年４月より国民年金保険料の納付方法として、割引額のより大きい「２年前納」がご利用いただける
ようになります。

～国民年金についてのお知らせ～

①２年間で１万４千円程度の割引となります。

②  ２年前納分の全額がその年の社会保険料控除の対象となります。

③口座振替をご利用することにより、納め忘れを防ぐことができます。

20 歳になったら国民年金

２年前納の
メリット

　２年前納は口座振替のみご利用が可能でお申し込み期限は毎年
２月末までです。
　詳しくは役場年金係までお問い合わせください。

２年前納（口座振替）２年前納（口座振替）がはじまります！がはじまります！

【お問い合せ先】
東串良町役場　住民課　年金兼環境係

　☎ 0994（63）3102

2014.1
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●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー　

●
●
●
●
●

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー　

●
●
●
●
●

カップリングパーティー 2014
～小さな勇気があなたの人生を変える～

１. 日　時 平成 26年２月２日（日）　
　　　　　　　　　　　　　午前 10時～午後 3時頃まで
２. 場　所 鹿児島県肝属郡肝付町新富 5590 番地 35
 高山やぶさめ館（0994-31-5199）
３. 参加費 男　性　3,000 円
 女    性　2,000 円
４. 内　容  自己紹介の後、チョコレート菓子作り、

昼食（バイキング）、フリートーク等による
交流。

５. 募集対象 鹿児島県内在住の25歳以上、60歳未満の独
  身男女各 20 名（男性は、肝付町内在住者

優先）
５. 申込期限 平成 26 年 1月 22 日（水）必着
 ※先着順に受付、定員になり次第締め切ります。

■お問い合わせ・申込先
　肝付町内之浦総合支所町民生活課婚活応援班
　　　　　☎ 0994-67-4512　FAX 0994-67-4117

１. 日　時 平成 26年２月８日（土）　
　　　　　　　　　　　　　午後２時～午後９時頃まで
２. 場　所 花瀬でんしろう館＆
　　　　　　　　　　　　PizzaItutuboshi（ピザ５つ星）
３. 参加対象者 20 歳以上の未婚の男女
４. 内　容  観光地めぐり、ゲーム、ピザパーティー

等盛り沢山！
５. 申込期限 平成 26 年 1月 24 日（金）必着
 　※ 先着順に受付、60 名になり次第締

め切ります。

■お問い合わせ・申込先
　錦江町役場　企画課　☎ 0994-22-3032　
　※詳しくは錦江町ホームページをご覧ください。

◎告白タイム（12組誕生）
◎婚約３組

自主防災力強化へ～下伊倉振興会が無線放送設備を設置～

屋外拡声装置 基地局・放送卓
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※

※

大崎幼稚園
☎＊ FAX ０９９（４７６）３４５５

1月1６日（木） 10時　リトミック・ぜんざい作り
1月31日（金） 10時　鬼の製作・豆まき
２月12日（水） 10時　リトミック・お菓子作り
３月 ３日（月） 10時　ひな人形製作・ひなまつり会
３月12日（水） 10時　お菓子作り　

＊園児募集について＊
★平成25年度の入園は、随時受け付けています。
★平成26年度（平成26年４月）入園願書受付中。

大崎幼稚園子育て支援

活動計画

【１日体験入園】
★日時　平成26年1月24日（金）
　　　　10時から12時
★場所　大崎幼稚園園庭及び遊戯室
★参加される方は、1月22日（水）
　までにご連絡ください。

☆読み聞かせは、毎回行っています☆

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常
の

素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
―
２
３
８
５
）

ドクター オブ ドクターズネットワーク 認定プロデューサー （T-PEC)
介護・寝たきりゼロ推進委員

代　表　　櫻　木　孝　志
〒 893-1614
鹿児島県肝属郡東串良町新川西１４４７－１
TEL 0994-63-1266
携帯 080-5287-3579
sakura2006life@yahoo.co.jp

さくらファミリー

～取扱保険会社（代理店）～
アフラック
代理店 櫻木孝志

・保険金の請求や各種変更手続き等
・セカンドオピニオンの手続き等
・病気や健康に関するご相談

お気軽にご相談ください！お気軽にご相談ください！

ご案内
は無料

広  告 広  告
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11
月
13
日
〜
12
月
12
日

（
敬
称
略
）

町
社
協
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
（
12
月
12
日
現
在
）

◎ 

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
岩
弘
中
の
故･

吉
松
信
仁
さ
ん
の
ご
遺
族

　

吉
松
正
子
さ
ん
か
ら

▼
豊
栄
中
一
の
故･

堂
園
ス
ミ
ヨ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

堂
園
敏
さ
ん
か
ら

▼
新
町
下
の
故･

峠
坂
シ
ヅ
コ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

峠
坂
清
明
さ
ん
か
ら

▼
に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
池
之
原
の
故･

藤
代
理
一
さ
ん

　

の
ご
遺
族　

藤
代
恵
美
子
さ
ん
か
ら

▼
大
塚
原
の
故･

下
村
フ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

下
村
義
昭
さ
ん
か
ら

▼
溜
水
下
西
の
故･

西
靍
ト
シ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

西
靍
辰
哉
さ
ん
か
ら

▼
安
留
上
の
故･

永
田
ハ
ツ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

永
田
清
治
さ
ん
か
ら

▼
山
野
の
故･

松
山
ミ
ヨ
リ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

松
山
勝
さ
ん
か
ら

▼
熊
之
馬
場
の
故･

竹
下
博
幸
さ
ん
の
ご
遺
族

　

竹
下
惠
三
子
さ
ん
か
ら

戸
籍
の
窓

日時：平成 26 年 2 月 10 日（月）

時間：午前 10 時～

場所：東串良町役場
　　　３階会議室

【お問い合わせ先】東串良町教育委員会

どなたでも御自由に傍聴していただくことができます。
ぜひお越しください。

氏　

名

中
久
保　

樹
い
つ
き

保
護
者

善
孝

奈
穂
子

振
興
会

豊
栄
三
東

年
齢

六
九

九
三

八
六

五
七

一
〇
一

九
四

八
二

八
八

六
五

氏　

名

吉
松　

信の
ぶ
ひ
と仁

堂
園
ス
ミ
ヨ

峠
坂
シ
ヅ
コ

藤
代　

理り
い
ち一

下
村　

フ
ミ

西
靍
ト
シ
ミ

永
田
ハ
ツ
ミ

松
山
ミ
ヨ
リ

竹
下　

博ひ
ろ
ゆ
き幸

振
興
会

岩

弘

中

豊
栄
中
一

新

町

下

に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン

池

之

原

大

塚

原

溜
水
下
西

安

留

上

山

野

熊
之
馬
場

　

教
育
委
員
会
管
理
課
課
長
補

佐
の
藤
代
理
一
氏
が
、
十
一
月

二
十
五
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
七
歳
で
し
た
。

　

藤
代
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年

一
月
に
東
串
良
町
役
場
に
入
庁

さ
れ
、
約
三
十
一
年
間
、
町
政

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
に
対

し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

藤
代
理
一
氏　

逝
去

や
す
ら
か
に

や
す
ら
か
に

　

お
眠
り
く
だ
さ
い

　

お
眠
り
く
だ
さ
い

公営住宅情報
（平成 25 年 12 月 27 日現在）

※申込期間
　１月24日（金）まで

● 退去をされる方は、1ヶ月前までにご連絡ください。
◆ 詳しくは、役場総務課財務係へお問い合わせください。
　☎６３－３１３１　内線 213

新町団地（随時） １戸
古市団地（随時） １戸
古市団地※ １戸
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こよみ
日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
火

13
月

　　　　成人の日
29
水

14
火

30
木

15
水

・乳児・７か月児健診保 PM1:00～
・行政相談　改 AM10:00 ～

31
金

16
木

・健康体力づくり教室保 PM7:30 ～
１
土

17
金

土用
２
日

18
土

青少年育成の日
３
月

節分

19
日

第 47 回町内一周駅伝大会
体 PM12:30～

４
火

立春

20
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　　福 AM9:30 ～

５
水

21
火

・１歳６か月児健診
保 PM1:00～

６
木

22
水

・ペンギン（両親）学級
　　　　　　保 PM1:00～

７
金

北方領土の日

23
木

　
８
土

針供養

24
金

・高齢者大学１月学習会
総 AM10:30 ～

９
日

25
土

10
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　　福 AM9:30～
・定例教育委員会　役

26
日

文化財防火デー
11
火

　　　　建国記念日

27
月

・いきいき体操（あそんもそ会）
　　　　　　　福 AM9:30 ～

12
水

場　所

ごみ収集

池
柏
東
改
福

総
体
運
多
屋

役
保

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
改 善 セ ン タ ー
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00
：農村地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00
：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00
：ストックヤード（電池・電球・刃物等）搬入品
　AM7:00 ～ AM8:00
：資源ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00
：資源ごみ中央収集
　AM9:00～PM12:00　PM1:00～PM4:00
：粗大ごみ※平成 20年４月より肝属地区清掃セ
　ンターへ直接搬入のみとなりました。

清掃センター（６３）０１６８

東串良町役場ダイヤルイン番号

福

日曜在宅医当番

1月の納税

水道漏水当番

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－火事・救急は『１１９』番へ－

63-50401月 19日 宮地胃腸科外科
63-137926日 花田整形外科

★納期限までに納入しましょう。

※ 公共料金の納付を口座振替で希望している方
は残高をご確認ください。

CALENDAR２月２日 63-2134

町 県 民 税 （ ４　 期 ）

口 座 引 落 日 （1月31日）

山路医院
63-8522

63-05071 月 （有）　宮路建設

９日 児玉医院

２月 立石電気水道設備 63-8439

水 道 料 金（11~12月分）


